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3割が全メールをサーバーに保存
資料7- 4 -7　メールのサーバー保存状況［2007年 -2008年］

メールの容量制限なしが減少
資料7- 4 - 8　メールの容量制限設定状況［2007年 -2008年］
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©impress R&D, 2008メールの容量制限状況をみると、送信・受信・メールボックスとも「制限はない」が最も高いが、昨年と比較する
と大きく減少している。送信メールと受信メールは「5MB以下」が16.6％、14.6％で最も高く、メールボッ
クスの容量は「50MB以下」や「100MB以下」がボリュームゾーンである。

©impress R&D, 2008

サーバー上でのメールの保存状況は、「サーバーなどに保存しておくこともできるが、各自が自由に設定してい
る」と「メールの履歴はサーバーなどにすべて保存している」が29％で並び、昨年からの変化はみられない。
内部統制によりメールのアーカイブニーズが高まると予想されるが、今のところその兆候は見られない。
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メール

メールソフトは61.1％が指定
資料7- 4 -9　メールソフトの使用状況［2007年 -2008年］

メールソフトはOutlook ExpressとOutlookが上位を独占
資料7- 4 -10　使用しているメールソフトの種類（複数回答）［2007年 -2008年］
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メールソフトの指定状況をみると、「全社で指定されている」が52.6％と最も高く、「部署で指定されている」
も8.5％と指定されている比率が61.1％となり、昨年の56.3％からも増加している。反対に、「個人の選択
に任されている」は約5ポイント低下し31.0％となっている。

使用しているメールソフトは、「Outlook Express」が60.4％で最も高く、次いで「Outlook」の39.2％で、
マイクロソフト製品が上位を独占。「Outlook Express」の比率は昨年より減少し、「Outlook」は増加し差を
詰めている。以下、「Mozilla Thunderbird」や「Lotus Notes/Domino」「Becky!」などが続いている。
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小企業や大企業で「100％」の比率が高い
資料7- 4 -12　メールアカウント発行比率［従業員規模別］

メールアカウントの発行比率は100％が3割
資料7- 4 -11　メールアカウント発行比率［2007年 -2008年］
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©impress R&D, 2008メールアカウントの発行比率を従業員規模別にみると、1 〜 9人といった小規模な企業や1, 000人以上の大
企業で発行比率が高い傾向がみられる。「100％」の比率は、従業員規模が100 〜 299人の企業が最も低
い比率であり、規模が小さくなるほど高くなり、1 〜 9人の企業では45.7％となる。

©impress R&D, 2008

メールアカウントの発行比率をみると、全社員にメールアカウントを発行している「100％」が30. 3％で最
も高く、「80 〜 99％」が15. 5％で続いている。一方で、まったくメールを利用していない「0％」も2. 6％
存在している。また、昨年と比較しても大きな変化はみられない。
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メールアカウント発行比率は役員や正社員で高い
資料7- 4 -13　メールアカウント発行比率［契約形態別と職種別］
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©impress R&D, 2008メールアカウントの発行比率を、契約形態別・職種別にみたものである。契約形態別では、役員や正社員で
「100％」の比率が高く、契約社員や派遣社員、アルバイト・パートになるほど「100％」の比率が低下し、「0％」
の比率が増加していく。一方、職種別にみると「生産系職員」へのメール発行比率はほかの職種と比較して低い。
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